
令和4年度 鶴崎地区 市長要望

令和 4年度 鶴崎地区自治会連合会 要望項目∵覧 ( 市長)

項 目
番号 .

タイトル 担当課

鶴崎駅の無人化反対について ( ※ )

都市交通対策課
鶴崎全体
継続

０
‘ 鶴崎駅周辺整備に伴う駅施設の整備について ( ※ )

都市計画課
鶴崎全体
新規

つ
０ J R日 豊本線寺司踏切の立体交差化について ( ※ )

都市計画課
鶴崎全体

新規

4 浸水対策について
河川・みなと振興課

鶴崎全体
継続

Ｅ
Ｕ

主要地方道大分臼杵線の改良及び周辺道路網の整備に
ついて ( ※ )

都市計画課
鶴崎全体

新規

6 大分自動車道松岡PAのスマート! C化と取り付け道路
の整備について ( ※ )

都市計画課
松岡・明治

新規

7｀ 県道鶴崎大南線の4車線化の促進について ( ※ )

都市計画課
松岡
継続

０
０

宮谷川の改修工事の早期完成、大谷川の雨水排水ポン
プ場の設置について ( ※ )

河川・みなと振興課
川添
継続

( ※ ) は市及び県に要望
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1

校区名 鶴崎全体 新規・c憂∋担当課 都市交通対策課

件 名 鶴崎駅の無人化反対について ( ※ )

内 容
一日の平均利用者が3, 000人を超え、特急の停車駅でもある鶴

崎駅を無人化することは、駅利用者への影響が大きい。
また、鶴崎地区として、地域の再生7活性化に向け、鶴崎駅前広

場の再整備を市に要望している中にあって、駅の無人化は容認で
きるものではない。      1

引き続き、J R九州及び関係機関に対して撤回するようこれまで
以上に強く要望していただきたい。

【R4回答】
本市ではスマートサポートステーションの導入に関し、これまでもJ

R九州に対して、市民や利用者に不安を与えないよう慎重な検討と
丁寧な説明を求めてまいりましたがt平成30年3月 17日 に牧駅・
幸崎駅・滝尾駅の3駅、同年12月 1日 に大分大学前駅・敷戸駅の2
駅においてスマートサポートステーションが導入されました。
J R九州は二今後についても、利用状況等を勘案し引き続きスマー

トサポートステーション導入の検討を行うと発表しています。
「本市では、J R九州に対して、スマートサポートステーションの導入
の検討にあたっては、これまでと同様に、市民や利用者に不安を与
えないよう、利用状況や安全性・禾1便性等に関する十分な調査と検
証を踏まえ、慎重な検討と丁寧な説明を行うよう求めてまいります。
令和4年8月 には、例年実施している「大分市とJ R九州大分支社と

の勉強会」において、改めて要望をJ R九州に伝えております。また、
九州口沖縄各県知事らで構成する「九州地域鉄道整備促進協議会」
を通じた要望活動を毎年行つており、令和4年 10月 に要望を大分
県に提出しました。今年度中に県を通じてJ R九州に提出される予定
です。
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校区名 鶴崎全体 ⊆由0・ 継続 種 別 都市計画課

件  名 鶴崎駅周辺整備に伴う駅施設の整備にづいて( ※ )

内 容
現在、鶴崎駅周辺整備事業基本構想が策定され、鶴崎駅周辺の

整備が進められている。
、今後は、この鶴崎駅周辺整備事業に合わせ、鶴崎駅舎や駐輪場
等の整備について、J R九州及び関係機関に働きかけていただきた
い。
特に、南北の連絡通路の整備については、」R九州との相互協力

により整備を進めていただきたい。

【R4回答】
・

鶴崎地域まちづくリビジョンでは、「鶴崎駅や鶴崎市民行政セン
ター周辺を核とした街のにぎわいづくり」を提言されている。
鶴崎駅周辺は拠点の一つであり、駅周辺の整備は鶴崎地区に

とつても重要なことだと認識している。
鶴崎駅周辺整備基本構想の策定について、地元説明会やパブ

リックコメントを実施する予定であり、今年度中の策定を目指してい
る。
ご要望の鶴崎駅の駅舎や駐輪場、南北の連絡通路に関してはt

鶴崎駅北側の民有地やJ R九州などの所有地も関連することから、
関係者の意見も伺いながら進めていきたい。
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校区名 鶴崎全体 ⊆□υ L継続種 別 都市計画課

件  名 J R日豊本線寺司踏切の立体交差化について ( ※ )

内 容

国道197号線と県道22号線とをつなぐ市道鶴崎・三佐線上に位
置する寺司踏切は、東部地区の発展とともに朝晩のラッシュ時はも
とより、恒常的な渋滞が発生している。
また、緊急車両も頻繁に通行することから、日常生活や経済活動

だけでなく、寺司踏切の渋滞は人命にかかわる問題となもてぃる。
市は、H16年、H20年の市議会一般質問、「寺司踏切の渋滞解

消の方策、工法の検討及び踏切の遮断時間短縮」に対し、費用対
効果及び法律等の観点から実現化は困難であると答弁されてい
る。
しかし、当時の市の見解から20年近くが経過し、技術も格段に進

歩している。全国の事例や手法を調査・研究し、寺司踏切による渋
滞の解消に向け県と連携を図り、」R九州に対し、立体交差化を強く
要望していただきたい。あわせて市の事業である周辺道路整備等
をお願いしたい6

【R4回答】
市道鶴崎・三佐線は、市内外から立地している企業へ通勤者や輸

送車など多くの車両が通る道路と認識している。
当該踏切の周辺には、大分東警察署が移転し、緊急車両も含め、

円滑な交通が課題であると考えている。
本市としても、こうした周辺施設の立地状況や、交通の状況などを

整理し、将来的な形態について検討してまいります。
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河川口みなと振興課

浸水対策について

内 容
鶴崎地区は、平成29年の台風18号の際には、乙津川の水位が

程重辱溶査漿娠彗   ぜ沓対策のポンでが運転制限され、
・ その後、国においては、河川の計容量の拡大を図り大野川及び1 鰍
琵墨房壽橿為俺嘉畢島翼1行躍補強、乙津り: |の皆春地区と南るが、今後状況把握を的確にし

菫じ亀Fえ奨聖取舅硬|11黎
び樹木伐採を行うよう国に: 対して、強く: 要

【R4回答】
国においては1平成29年の台風18号による洪水被害を受け、平

成30年度から「河川水害対策緊急事業推進費」及び「防災・減災、
国土強靭化のための3か年対策」による洪水時の河川水位を下げ
るための河道掘削及び樹木の伐採を行つている。令和3年度には
大野川の種具地区の樹木伐採、宮河内地区の河道掘削・樹木伐採、
松岡地区と中戸次地区の河道掘削を実施し、乙津川の皆春地区と
南地区において河道掘削を実施した。令和4年度は、「防災・減災・
国土強靭化のための5か年加速化対策」により、大野川の宮河内
地区の河道掘削、乙津川の毛井地区の河道掘削を予定しており、
今後も、大野川河川整備計画に基づいて、適切な河道の維持管理
を行い、流下能力の確保に努めていくとのことです。
本市としましても、引き続き国に対し、地元からの要望を踏まえ、

大野川・乙津川の継続的な河道掘削及び樹木伐採について強く要
望してまいります。
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校区名 鶴崎全体 Э ・継続 種  別 都市計画課

件 名 主要地方道大分日杵線の改良及び周辺道路網の整備について( ※ )

主要地方道大分臼杵線、都市計画道路庄の原佐野線に関して、
宗麟大橋から明野南交差点までの計画は示されているが、それ以
東の道路整備計画が整っていない。
明野南交差点から明野東交差点は上り2車線下り1車線となつて

おり、明野東交差点から金の手交差点、さらに, ‖ 添橋までの間は、
上下1車線となつていることから、交通渋滞が日中において慢性化
している。
特に猪野交差点においては、交差点内の路面表示変更が検討さ

れているとのことだが、明野東交差点から金の手交差点間の渋滞
解消のため、植樹帯を撤去するなどの手法により、まず上り2車線
化を実現し、早期に4車線化( 上下2車線 ) を行うよう要望する。併せ
て猪野交差点に接続する市道の改良も要望いたします。
さらには、猪野交差点及び金の手交差点では、朝夕の渋滞が日

常化しているだけでなく、災害時は、渋滞により避難が困難になる
ほど影響が大きく、その影響は川添橋までに及んでいる。現状を解
消するためにも、高田橋の架け替えや4車線化( 上下2車線 ) を行う
など、鶴崎地区などの大分市東部方面の住民等が直面している災
害時の避難路をはじめ、通勤・通学の際に支障がないよう、明野南
交差点から川添橋間の道路拡幅計画を、早急に立案するよう県ヘ
要望していただきたい。      ′

【R4回答】
県では、庄の原佐野線の下郡工区の事業推進及び下郡・明野工区の新

規事業化に向けた取り組みを行つており、それより東側の計画は、「下郡・
明野工区から先も課題はあるが、工事の進捗を早めるため、まずは下郡エ
区、それから下郡・明野工区と、段階的な整備を行う」と聞いている。
また、明野南から明野東間の渋滞緩和について、「明野東交差点について、

庄の原佐野線全体の工事進捗を踏まえた上で( 全体で対策を行つたほうが
良いのか、交差点改良を先行して行つたほうがよいのか、地域の方の声を
聞きながら考えていきたい」と聞いている。
本市としては、猪野交差点に接続する市道の改良計画はないが、周辺道

路の渋滞緩和対策として、どこで渋滞が発生しているのか見極めるために
しつかりと調査して取り組んでいきたい。

容内



令和4年度 鶴崎地区 市長要望

校区名 松岡・明治校区 Gt tD■ 継続種 別 都市計画課

件 名 大分自動車道松岡PAのスマートI C化と取り付け道路の整備について

内 容
昨年度は、大分市において取り付け道路の概略検討が実施され

ている。スマートI C化により、周辺道路の交通量が増加し、ドーム周
辺や松岡校区内で新たな交通渋滞が発生する恐れがある。
松岡PAのスマートI C化の整備について、国、NEXCOに要望する

とともに、取り付け道路、周辺道路の整備について、特に予算等で
国と連携しながら、早く実現していただくょう強く要望する。
なお、整備の際は1周辺生活道路への交通渋滞防止を十分考慮

していただきたぃ。

【R4回答】
SIC化の実現には、交通量の推計や、整備効果、周辺道路への

影響などの調査を行つたうえで、国、県、NEXCOとの様々な協議を
重ねていく必要があります。大分松岡PAの SI C化に関して、令和3
年度に取付道路の概略検討を行いました。SI C化がされれば、周辺
の大分スポーツ公園への利便性が増すなど、様々な効果が期待ぎ
れるため、実現に向けて関係機関との協議や検討を行つていきたい。
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校区名 松岡校区 新規・G亜) 担当課 都市計画課

件 名 県道鶴崎大南線の4車線化の促進について ( ※ )

内 容      ~
今年4月 、署名を添えて、松岡校区の要望書を提出した。

4車線化は、沿線の交通渋滞の解消のみならず、松岡校区の
安全・安心のまちづくりに欠くことが出来ない。
県道鶴崎大南線の毛井工区の早期完成と、松岡小学校から京が

丘入口交差点間の4車線化を県に強く要望していただきたい。.

【R4回答】
県道鶴崎大南線の整備については、県道であることから大分県に

おいて事業を進めております。
毛井工区につきましては、「用地取得が完了し、今年度工事を発

注する計画となっている: 引き続き早期完成に向けて取り組んで行
く」と聞いている。
また、松岡小学校～京が丘団地入り口交差点についてはt「事業

化に向: けて今年度都市計画変更の手続きを目指していく」とのこと
です。  ‐

本市といたしましても、県道鶴崎大南線の4車線化の促進につい
ては、幹線道路ネットワークの形成に向けて重要であると考えてお
り、これまでも県知事及び県議会へ要望書を提出してきたところで
す。今後も引き続き、県知事及び県議会に要望してまいります。
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8        '

校区名 川添校区 新規・( 憂∋担当課 河川・みなと振興課

件  名 宮谷川の改修工事の早期完成、大谷川の雨水排水ポンプ場の
設置について( ※ )

平成29年の台風18号では、金谷交差点の道路冠水や宮谷地
区の床上浸水など大きな被害が生じ、あわや人命にかかわる重大
な災害になるところであり、今年も台風14号により、金谷交差点が
道路冠水し、避難する住民の妨げになるなどの影響を及ばした。

また、近年の線状降水帯の影響は想定を超えるものがあり、一
昨年7月 には、県内で河川の氾濫が発生した状況もあり、このよう
な住民不安や地域事情をご推察いただき、宮谷川の改修工事並び
に大谷川の遊水地整備の早期完成を国に強く要望していただきた
い。
さらに、ポンプ場設置に関する基準の見直しも国等へ強く働きか

け、早期に設置するなど浸水対策を講じていただきたい。

【R4回答】      し
宮谷川流域では、平成24年度から河川改修事業に着手し、河道

拡幅・堤防整備等を進めており、現在、県道より上流を施工中であ
り、大谷川流域では、令和4年度に大谷川遊水池が完成予定であ
る。大野川流域では、令和3年度に大野川の種具地区の樹木伐採、
宮河内地区の河道掘削・樹木伐採、松岡地区と中戸次地区の河道
掘削を実施した。令和4年度には、大野川宮河内地区の河道掘削、
乙津川の毛井地区の河道掘削を実施する予定ですι
国に確認したところ、地元からの要望でありますポンプ場設置につ

いての採択基準の見直しについては現段階では困難であるとのこ
とですが、引き続き国に働き掛けます。
また、川添・宮河内地区につきましては、浸水対策事業として、現

在、県が進めている「宮谷川改修事業」や「大谷川下流部の遊水地
整備」の早期完成を目指すよう、県に強く働き掛けます。

容内


